
四万十市基金協会
複合経営拠点戦略マップ この取組における目標

219.3.20 ①販売額（ＪＡ系統） ②新規担い手の確保
　・トマト：１億円 　・トマト：４名
　・ピーマン：1億円 　・ピーマン：５名

財務

顧客

業務プロセス

育成

【トマト】 

 ［全関係機関］ 

ポットファーム産地（団地）化 

協会指導者（後継者）の育成 

 ［協会］ 

市条例の改正 

 ［市］ 

 ・施設利用制限の解除 

協会指導者の後継者の選定 

教育・研修等 

 ［協会］ 

【トマト】 

反当り10,000ｋｇ超 

 ［協会、県］ 

【トマト】 

反当り収量向上技術の確立 

 ［協会、県］ 

【トマト】 

施設改修 

 ［市］ 

 ・ポット、環境制御装置 

団地化に向けた取り組み 

（土地の確保） 

【トマト】 

ポット栽培マニュアルの確立 

 ［協会、県］ 

【トマト】 

ポット栽培実証実験 

 ［協会、県］ 

研修卒業生を指導農業士へと

育成 

［担い手協議会］ 

ステップアップ事業 

 ［市］ 

産地化推進事業 

［市］ 

【トマト、ピーマン】 

新規就農者の育成 

（あぐりっこでの研修） 

 ［協会］ 

人材確保 

 ［市、県、協会］ 

 ・就農相談等への参加 

 ・新規就農者の募集 

潜在する土地のリスト化 

 ［市、JA］ 

 ・離農者の情報 

 ・空きハウス情報 

 ・実地調査による新規土地 

地区単位、ブロック単位の 

集会等での提案書作成 

人農地プランへの組み込み。 

［市、市農業委員会］ 

 ・メリット、デメリットの提案 

【トマト、ピーマン】 

 ［市］ 

産地提案書による新規就農者

の募集 

経営面、営農面でのフォロー 

 ［市、JA、振興センター］  

 ・資金繰り計画策定 

 ・販売先の確保 

 ・営農技術指導 等 

土地の確保 

 ［市、振興センター］ 

 ・営農組織（他地域拠点）との連携 

による土地の先行確保 

（一時的管理をしてもらう） 

 ・提案後に個別に交渉。 

【ピーマン】 

 栽培技術については既に技術は確立されており、 

課題は土地の確保と就農希望者の確保である。 

【トマト】 

 栽培技術は新技術を実証実験しており、栽培マニュアルの作成が急務。 

また、ピーマンと同様に土地確保と就農希望者の確保が課題である。 

Ｈ30～31 

Ｈ31 

Ｈ31、32 

Ｈ30～31 

Ｈ30～31 
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Ｈ31～ 
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Ｈ32 
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Ｈ30 

Ｈ30 

常時 常時 

～Ｈ37 

Ｈ38～ 

Ｈ37 

Ｈ37～ 

後継者確保による協会経営の

安定化 

 ［協会］ 

人材の確保、育成 協会の経営安定化 営農技術の確立 

Ｈ37～ 


